
             

 

 

地震に対する防災対策について 
～防災とボランティア週間（１月１５日から１月２１日）～ 

 

  令和６年１月１日に発生した能登半島地震を踏まえ、「防災とボランティア週間」において、 

市民の方に向けた地震への備えや防災意識の啓発及び、本市における防災力の向上を図る 

ため、次のとおり実施します。 
 

１ 木造住宅耐震診断（無料） （担当：住宅政策課）  
耐震改修補助を申請するには、まず耐震診断を受け耐震性の有無を確認する必要があります。 

耐震診断は平成１２年５月以前に着工の木造住宅が対象となり、無料（非木造を除く。）で耐震診

断を受診することができます。 

 

 

２ 事前復興計画に係る災害対応訓練（担当：総合防災課） 

（１）日 時：令和６年１月１７日（水）１０時００分から１１時２０分 
※小雨は決行しますが、荒天時等は中止となる場合があります。 

（２）場 所：消防庁舎６階 災害対策本部室（八番丁１２番地） 

（３）参加者：和歌山市職員 ４０人（予定） 

（４）訓練概要 

南海トラフ巨大地震が発生した想定のもと、令和６年能登半島地震による現地での災害対応 

も踏まえ、緊急対応期における緊急輸送道路などの道路啓開や、応急仮設住宅の建設に向け 

た検討など、復旧・復興を中心とした災害対応に係る図上訓練を実施します。 

 

３ 市民防災大学公開講座（担当：地域安全課） 

（１）日 時：令和６年１月１４日（日）１３時３０分から１４時５０分 

（２）場 所：和歌山城ホール４階 大会議室（七番丁２５番地の１） 

（３）参加者：和歌山市内に在住又は勤務されている方 ８４人（予定）＜対面７１人、オンライン１３人＞ 

（４）講座内容 

担 当 課 

住宅政策課 

総合防災課 

地域安全課 

担 当 者 片山、瓜生田、大河内 

電    話 

（073）435－1099 

（073）435－1199 

（073）435－1005 

内  線 2881、5017、5104 

時  間 内  容 

13時 30分～13時 40分 開 講 式 

13時 40分～14時 40分 

講  演 

演題：『南海トラフ地震に備える‐命・財産・地域を守る‐』 

講師：京都大学防災研究所 教授 牧
ま き

 紀男
の り お

 

14時 40分～14時 50分 閉 講 式 

記 者 発 表 

 

 

令和６年１月９日 

 中核市初！ 
～「１月１７日」は防災とボランティアの日～ 

訓練イメージ 



４ 災害協定締結事業所への認定プレートの配付（担当：総合防災課） 

（１）配付企業：計３３企業  

【協定種別】① 食料品等の供給   ７企業 

② 生活物資等の供給 １１企業 

③ 施設の利用    １５企業  

（２）配付方法：令和６年１月１５日（月）から各企業に職員が訪問し、手交します。 

（３）デザイン：３種類（①食料品等の供給、②生活物資等の供給、③施設の利用） 

※店舗の入口や事業所内に掲示していただくことになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 災害時における炊き出し等の協力に関する協定締結式（担当：総合防災課） 

（１）日 時：令和６年１月１９日（金）１０時３０分 

（２）場 所：本庁舎７階 記者会見室（七番丁２３番地） 

（３）出席者：株式会社 信濃路 代表取締役会長 西平
に し ひ ら

 都
と

紀子
き こ

 様 

      和歌山市長 尾花 正啓 

（４）協定概要 

和歌山市内において、災害により甚大な被害が発生し、又は発生するおそれがある場合に 

以下の内容について協力します。 

① 避難所等での炊き出しの実施 

② 信濃路店舗駐車場等での炊き出しの実施 

③ 避難所等における支援者が行う炊き出し等の支援 

④ 調達可能な弁当、食材及び炊き出しに必要な資機材等の供給 

※協定締結式について、小雨は決行しますが、荒天時等は中止となる場合があります。 

① ② ③ 

①食料品等の供給 


